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　　　　　　　　　1．　は じめに

　私 どもは ，広島地域 の 養殖か きの むぎ身作業 や真珠養

殖作業に 従事 す る 人 々 の間 に み られ る 喘息が ，か きや ア

コ ヤ ガ イ の 殻 に 付着 して成 育す るホ ヤ の 成分に 感作され

て お ぎる吸入性 の ア レ ル ギ ー
性喘息 で あ る こ と を見出

し ， 「ホ ヤ 瑞息」と命名 して研究を 続け て ぎた　ht ］）2）＃）1］ S）

ε

  　今回は ホ ヤ 成分の うち ，い か な る物質が 本 症 の 発生

に 関与す るか を 倹索す るた め
， 種 々 の 方法 に よ り抽出作

製 され た ホ ヤ 抗原液を 用い て ，2，3 の 臨床的検索を行な

つ た の で 報 告す る ．

　　　　　　　　 2． 使用抗原液

　使 用 した 抗 原 液 は ，エ ボ ヤ ，シ ロ ポ ヤ ，ユ ウ trイ ボ ヤ

お よび それ らの 混合 した もの か らそ れ ぞれ 作製 され，岩

手 医 大光井内科 お よび鳥 居薬 品 か ら 提供 を うけ た D −P

法 に よ る も の ，光井内科 の エタ ノ
ー

ル 沈澱分画 法　（E

法）に よ る もの ，大阪大学 山村内科 の 山 村法
’，

に よ る も

の ，な らび に 烏唐薬最 の HoHs．ter −Stler法 （H ・S 法）に

よ る もの などで あ る ，

　E 法 ｝こ よ る ホ ヤ 抗原液は ，D −P 法 に よ っ て え られ た粗

抗原に 対 して ．− 15℃ で 1．2倍容 の無水 エ タ ノ
ー

ル を加

え ，lG，00Grpm ，− 15℃ で 30分 閣 遠心 沈鬣 し，生 じた沈

澱 物 （54．5Ae エ タ ノ ール 分画） よ リ エ タ ノ ー
ル を透抑 こ

よつ て 除 き，可及的少量 に 濃縮 した もの の 生理 食塩 液 で

あ り，蛋白性物質と糖質を含有 して い る 、

　山村法抗原液 は ，抽出に 際 し て O．IN 　HCI を 用 い ，
ピ ク リア 酸沈澱 ，ア セ トン 沈 置 ，透 折 と い う一達の 操作

か ら作製され た もの の 生 理 食塩液 で あり ， 分子量 2 〜3

万 の 内液画分と分子量 王万 以下の 外液画分とに 分け られ

て お り，い ずれも蛋白性物質 と糖質を含有 して い る ，

　 H ・S法 に よ る抗原液は ， そ の 製法 の 詳細 が 不 明で あ る

が ，精製 抗原 で あ り ，溶媒 と して 50傷 グ リ セ リ ソ を使用

して い る．

　　　　　　　　　3、 皮内反 応

　上記 の 諸抗原液を 用 い て ，ホ ヤ 喘息患 者 ，一般 の 気管

支喘息患者お よび 健常者 に皮内反応 を実施 して ，抗原 の

相異に よ る反応 の 差 を比 較検討 した ．反応 は 前腕屈側 に

各 抗 源 液 0．02mlを 皮 内注射 し、15分後 の 紅斑径 が 20mm以

上 の もの を陽 性 と した ．こ の 際 ，
D −P 法 お よ び H ・S 法

抗原 で は 1，000倍液 ，E 法抗原 で は 100倍液 （蛋 白窒素

約 1．6γ、

tml 含 有 ），山 村法抗原で は 両 画 分 とも原末0．G5
mglml を 含む稀釈液 （蛋白窒素約 8 γ！ml 含有 ） を 使 謂

した ，

　そ の 結果 は 表 1 に 示 した ご と く，健常者 お よび 気管支

喘息者で は 陽 性 率が 低 い の に 反 して
，

ホ ヤ 喘息患者 に お

い て は 山村法内液画∫ の エポマ抗象液を除 い て す べ て 約

70％以上の 特異的 に 高い 腸産率を 示 し，し か も抗原の 製

法 の 相異に よ る陽性率 の 差 は 顕著で は なか つ た ．もつ と

もデ山 村法航原液で は 他 の 方法 に よ る も の よ り も陽 性 率

が 心 持 ち低 い 傾向が あ り ， それ は 特に 健常者 に お い て 目

立 つ た （表 1）．

　次 に ホ ヤ 艦息患者 に 行な つ た 山 村法抗原液 の 内液画分

と外液画分に よ る 皮内反応の 強 さを比較 して み る と，各
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表 3　 眼 　反 　応

表 2　内
・外 液 画 分の 皮講 反 応 の 比 較
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以 上 の 強 い 反応 を示す もの が 多 い よ うで あつ た （表 2 ）．

　　　　　　　　 4． 眼反応

　D −P 法 お よ び E 法 に よ る 抗原液で は 10倍液 ，山 村法に

よ る もの は O 、5mg ／ml 液 を用 い ，そ れ ぞれ 1〜2 滴点

眼 して 15分後 に 結謨 の 充 血 ， 浮腫な どを観察 し た ．

　健常 者 で は 陽性反応を示すもの は 皆無 に 近か つ た ．ホ

ヤ 喘息患者 で は ，D ・P 注抗原液 に よる もの が高い 陽性率

を 示 した の に 反 して ，E 法 お よび 山村法 抗原液に よ る も

の ti179 以 下 の 低い 陽 性率 を示 し た に 過ぎなか つ た （表

3 ），

6 ，　 0　i5 … 0

5 … oi ユ7 …3 （15・0）

6 ．　 D ［ 4　0

　　　　　　　　 5， P −K 反 応

　表 4 に 示 した ご と く，い ずれの 製法 に よ る 抗原液に よ

つ て も同程度 の 反応陽性老が認め られ た （表 4 ）．

　　　　　　　　 6． 考　 　按

　ア レ ル ギ ー
娃喘息 の 原 因 抗 原 を化学的 に 追求 し よ うと

す る試み は ， 室内塵を原困とす る端 息が 多い た め ， 主 と

して 室内塵抗原液に つ い て 従来行なわ れ て きた よ うで あ

る ．しか し，室内塵抗原は 多様な室内嘆構成成分を含有

し て い る もの か ら作製 され た もの で あ り，抗原 因 子の 追

N 工工
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求 の た め に は 必ず し も適当な もの とは 思 わ れ な い ，こ れ

に 反 して コ ソ ニ ヤ ク 喘息，マ プ シ 喘息あ る い は 私 どもの

ホ ヤ 喘息 は 原 因 抗原が 単
一

で あ る と考 え られ ，職業病 と

して 対象 の 多い こ とと も相まつ て ，抗原抗体因子 の 化学

的追求 に も適 して い る と思わ れ る．

　 こ の よ うな理由か ら ，
ホ ヤ 抗原液を精製 し ， こ れ と従

来 用 い られ て きた D −P 法 抗原液 との 粗 異を臨床的 に 比

較検討 した ．

　皮 内反 応 の 成 績 に つ い て み る と，ホ ヤ 喘息患者 で は い

ずれ の 抗原液 で もほ 蔭同程度 の高い 陽性率を示 した が ，

健常者で は 山村法抗原液に お い て 陽性反応を示すもの が

明らか に 少なか つ た ．こ の こ とは 山村法 に よ る 抗 原 の 精

製度が高く ， 従つ て非特異的反応 を示 す こ とが 少 ない こ

とを示 唆す る もの と考え られ る が ，しか し，他方結膜反

応 に お い て，E 法 と山村法 に よ る抗原液の 腸性率が D −P
．
法 に 比 して 極め て 低 か つ た こ とか らみ る と．精 製 の 過

程 に お い て 結膜反応 を陽性にする因子 の 減少も し くは 喪

失 も考えられ る，もつ と も結膜反応 に 使用 した 抗原液の

濃 度の 闘係 もある と思われ る の で 今後検討 して い きた

い ．

　山村法 に よる 内液画 分 と透折 性 の 外液画分は ， 後者が

低分子 の もの で あるに もか か わ らず ，両者と もほ とん ど

同 じ臨床成 績 を示 した こ とか ら低分子 の 蛋白もし くは ペ

プ タ イ ドも強 い 抗原性 を有して い る もの と考 え られ る．

な お ， 各抗原液に 含有されて い る艶質 の 関与 に つ い て は

今後の 鹸討を ま ちた い ．

　　　　　　　　 7． 結　　語

　D −P 法 に よる ホ ヤ の 担抗原液 と山村法 ，
エ タ ノ ール 沈

澱分画法 ，Ho 】iSter−Stier法 などに よ つ て 精製され た ホ

ヤ 抗原液 の 臨床的な比 較検討 を 行な つ た ．

　 1． 皮冉反応 に お い て は ，各抗原液 ともホ ヤ 喘息患者

に お い て 特異的 に 高 い 陽 性率 を示 し た ．

　 2，結膜反応 に お い て は ，D −P 法抗原液で は 高い 陽性

率を示 し たが ，山 村法 お よび エ タ ノ ール 沈澱 分 画 法に よ

る抗原液 の 陽性率は 極めて 低か つ た ，

　3、 P・K 反応で は ， 各抗原液 とも同程度の 反応陽性者

を認 め た ．

　以上 の 結果よ り，ホ ヤ 成分の うち蛋白性物質は 抗原囚

子 と して 重要なもの で あ り，ホ ヤ よ りえた 透折性の 低分

子 の もの も強い 抗原性を有 して い る と考えられ る ．

　稿 を 終 る に あ た り，抗 原 液 を 提 侠 し て い た だ い た 岩 手

医科 大学 光井内科，大阪大学 山 村 内 稗 な らび に 鳥居薬品

に 厚 く御 礼 申 し上 げ ま す．

　 なお 本 論 文 の 要 旨 は 第 16回 ［1本 ア レ ル ギー学 会総会 に

お い て 発 表 し た．
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                       Studies en  the  Sea.squirt Aathrna  (VII)

           Clini'cal examination  uged  ef  the  antigen  extracts  of  the seamsquirt

                                  Toshihil{e Jye
                         H{roshirna Prefectural Hiroshima  Hespital

                                  Tadashi  Otsuka

                          Hiroshima  Prefectural Inokuchl Hospital

                                Takashi  Katsutani

                             Hatsukaichi-machi,  Hiroshima

    It ss'as atready  ascertained  througlt  our  forrner reports  that the sea-squirt  asthma  is a  typical  inha-

lative one  caused  by the  components  of the  squirt.

    And  now  it is to be reported  that the following resulis  concerning  the  refined  antigen  extracts  of  the
squirt  were  obtained  throttgh  clinical  comparisons  and  examinatiens.  The  antlgen  extracts  used  here

are,  firstly the crude  antigen  extracts  got through  the D-P  method,  and  secondly  the refined  antlgen  ex-

tracts get through  the  Yamamuia-method,  through precipitation and  fractionation by using  ethanot,

or  through the Hollister-Stier-method.

    1) In the  case  of  the  intradermal test about  the patients of  the  sea-squiit  asthma,  extraordinarily

high  percentage of  positivity was  observed  concerning  each  kind of  the  above  mentioned  exrtacts.

    2> In the  case  of  the  coajunctival  test, the  antigen  extracts  got through  the  D-P  method  shewed

highpercentage ofpositivitys  whereas,  thoseget  theougb the  Yamamura-mcthod  or  the ethanol  melhocl

showed  very  low percentage  of  posiriv{ty.
    3) In the  case  of  the  P-K  test, the  percentage of  positivity was  almost  the  same  in each  kind

of  the  antigen  extTacts.

   Thus  it rnay  be concluded  that the p;etein component  of  squirts  is and  itnportant factor as  an  anti-

gen, and  that  the  low  mo!ecuiar  welght･  of  clialysable protein substances  has alse  an  efll)ctivc  power as

an  anUgen.

            Studies  on  the  Serum  Complement  in  Pulmonary  Tuberculosis

                Repert  1, Serurn complement  level and  semm  protein

               pattern  tuberculin  positive  and  negative  healthy adults.

                                Masanobu  1imura

            lst Department  of  internal ts4edicine, Osaka city  University ix(edical School

                           (Chief: Professor Dr, Kenze  Shiota)

   The  Serum  complement  level and  serum  protein }eve} and  its fraction were  compared  in tuberculin

positi\e 9 (the diameter  of  the  redriess  over  ]O mm  by × 2000 OT),  weakly  positive (thediarneter of  the

redness  undet  9 mm  by × 2000 OT  and  over  10 mm  by  × 100 OT)  and  negative  (the d{ametei of  the

iedness  under  9inm  by  x  100 OT)  healthy adults:  positive 37, weakly  pos{tive 30 and  negatiye  30.

   The  old  tuberculln  of  the  same  lot numbei'  was  used  threught  the  study.  The  serum  complement

protein leve} was  by lefiactmeter and  the  protein fraction were  by papei  electrophoresis,

    The  following results  were  ebtained.


